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足利市長

和泉 聡

足
利
市
は
、
栃
木
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る

人
口
14
万
９
千
人
の
都
市
で
す
。

市
の
中
心
部
を
東
西
に
横
切
っ
て
渡
良
瀬
川

が
流
れ
、
北
に
は
足
尾
山
塊
に
連
な
る
緑
な
す

山
並
み
、
南
に
は
肥
沃
な
農
地
、
さ
ら
に
は
大

き
く
関
東
平
野
が
広
が
り
、
東
京
か
ら
80
㎞
圏

内
に
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
ほ
ど
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
、
本
市
近
郊
は
も
と
よ
り

東
京
方
面
か
ら
も
低
山
ハ
イ
ク
に
訪
れ
る
方
々

の
姿
が
彼
方
此
方
で
見
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。4

月
に
、
県
内
で
は
35
年
ぶ
り
と
な
る
JR

の
新
駅
「
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
駅
」
が

誕
生
し
、
中
心
市
街
地
で
は
、
足
利
赤
十
字
病

院
跡
地
に
足
利
大
学
（
旧
足
利
工
業
大
学
）
の

本
城
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
ま
し
た
。
足
利
織

姫
神
社
へ
の
階
段
の
上
り
口
か
ら
、
国
宝
に
指

定
さ
れ
て
い
る
鑁
阿
寺
へ
と
向
か
う
大
正
モ
ダ

ン
な
情
緒
漂
う
北
仲
通
り
を
中
心
に
新
し
い
店

舗
も
出
店
さ
れ
始
め
、
若
者
を
中
心
と
し
た
新

た
な
動
き
が
次
々
と
芽
生
え
て
い
ま
す
。

本
市
は
、「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」

構
想
を
掲
げ
、
健け

ん

幸こ
う

を
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
に

取
り
入
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
元
気
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
健け

ん

幸こ
う

で
あ
る
こ
と
は
、
個
人
と
社
会
双
方
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
（
い
き
が
い
、
豊
か
な
生
活
、

医
療
費
の
抑
制
）
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
・
人

口
減
少
が
進
ん
で
も
足
利
に
住
む
人
々
、
ま
た

訪
れ
る
人
々
が
、
生
涯
に
わ
た
り
健
や
か
で
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
中
心
に
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
の
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
10
月
に
は
、
こ
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
足
利
の
ま
ち
を
舞
台
と
し

て
話
題
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
「
足
利

学
び
舎
観
光
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

観
光・ス
ポ
ー
ツ・健
康
増
進
な
ど
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
国
保
制
度
改
革
が
4
月
に
施
行
さ
れ
、

円
滑
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
改
革
の
中
で
は
、
公
費
拡
充
も
行
わ
れ
、

国
保
の
財
政
運
営
は
、
従
来
よ
り
も
安
定
化
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
人
口
減
少

と
高
齢
化
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
医
療
費
を
考

え
る
上
で
必
要
な
課
題
は
引
き
続
き
残
り
ま
す
。

足
利
市
と
し
ま
し
て
は
、「
足
利
市
国
民
健
康

保
険
保
健
事
業
実
施
計
画
（
第
2
期
足
利
市
国

保
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）」
に
基
づ
き
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
る
健
（
検
）
診
受

診
率
の
向
上
、
重
症
化
予
防
、
医
療
費
の
適
正

化
に
取
り
組
み
、
ま
ち
と
人
の
勢
い
を
よ
り
強

く
、
よ
り
太
い
も
の
に
す
る
た
め
、
市
民
の
健

康
と
安
心
の
た
め
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

あ
し
か
が
を

	

も
っ
と
元
気
に
し
た
い
！
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平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会
Ⅰ　報告事項

Ⅱ　議決事項

Ⅲ　そ　の　他

報告第 1 号　理事長専決事項報告について	
	 1	 平成 29 年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会	
		  計（公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
報告第 2 号　規則の制定及び規則、規程の一部改正について				  
	 1	 栃木県国民健康保険団体連合会国保税賦課シミュレーション支援事業規則の制	定	
		  について
	 2	 栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払規則の一部改正について
	 3	 栃木県国民健康保険団体連合会柔道整復施術療養費審査支払規則の一部改正に	つ	
		  いて		
	 4	 栃木県国民健康保険団体連合会介護給付費審査支払規則の一部改正について
	 5	 栃木県国民健康保険団体連合会障害介護給付費等審査支払規則の一部改正について
	 6	 栃木県国民健康保険団体連合会介護給付費等審査委員会規程の一部改正について	

議案第 1 号	 平成 29 年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告の認定について
議案第 2 号	 平成 29 年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出決算の認定について
議案第 3 号	 平成 29 年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳	
	 出決算の認定について
議案第 4 号	 平成 29 年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別	
	 会計歳入歳出決算の認定について	
議案第 5 号	 平成 29 年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・高額医	
	 療費共同事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第 6 号	 平成 29 年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同	
	 処理事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第 7 号	 平成 29 年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳	
	 入歳出決算の認定について			 
議案第 8 号	 平成 29 年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別	
	 会計歳入歳出決算の認定について		
議案第 9 号	 平成 29 年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特	
	 別会計歳入歳出決算の認定について
議案第 10 号	 平成 29 年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入	
	 歳出決算の認定について
議案第 11 号	 平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
議案第 12 号	 平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務	
	 勘定）歳入歳出予算補正について
議案第 13 号	 栃木県国民健康保険団体連合会役員の欠員補充について

開会挨拶をする
広瀬理事長

来賓の北村一郎副知事 議長の花塚市長
（さくら市）

事業報告・歳入歳出決算など可決承認

平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会

７
月
26
日
（
木
）、
国
保
連
合
会
大
会
議
室

に
お
い
て
平
成
30
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

議
決
事
項
と
し
て
平
成
29
年
度
事
業
報
告
及
び

各
会
計
決
算
等
13
議
案
す
べ
て
が
、
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

審
査
支
払
業
務
の
一
層
の
充
実
を

初
め
に
広
瀬
理
事
長
（
下
野
市
長
）
は
、
32

年
に
導
入
を
目
指
し
て
い
る
『
医
療
保
険
オ
ン

ラ
イ
ン
等
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
』
に
つ
い
て
、

資
格
情
報
を
医
療
保
険
者
向
け
中
間
サ
ー
バ
ー

に
て
一
連
管
理
す
る
と
の
厚
労
省
の
方
針
に
つ

い
て
触
れ
、
本
会
が
有
す
る
国
保
情
報
集
約
シ

ス
テ
ム
か
ら
資
格
情
報
を
一
括
登
録
す
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
対
応
の
検
討
を
進
め
る

必
要
性
が
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
本
会
の
基
幹

業
務
で
も
あ
る
、
診
療
報
酬
の
審
査
・
支
払
業

務
に
つ
い
て
、『
国
保
審
査
業
務
充
実
・
高
度

化
計
画
』
に
基
づ
き
、
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い

る
審
査
基
準
の
統
一
化
な
ど
、
審
査
の
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
と
続
け
た
。

次
に
来
賓
の
栃
木
県
副
知
事
北
村
一
郎
氏
は
、

一
人
当
た
り
の
療
養
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

国
保
税
収
納
率
が
低
い
こ
と
に
触
れ
、
医
療
費

適
正
化
及
び
収
納
率
の
向
上
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
、
今
後
の
財
政
の
安
定
化
に
向
け
て
重
要

で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
栃
木
県
と
し
て
は

関
係
団
体
と
連
携
し
、
糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
促
進
、
国
保
税
の
徴
収
指
導

員
の
派
遣
や
、
今
年
度
創
設
し
た
県
版
の
保
険

者
努
力
支
援
制
度
等
に
お
い
て
、
市
町
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
保
険
者
の
皆
様
に
お
い
て
も
積
極
的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
と
続
け
た
。

本
総
会
で
は
、
議
長
に
さ
く
ら
市
の
花
塚
市

長
が
選
出
さ
れ
、
報
告
事
項
２
件
と
議
決
事
項

13
議
案
な
ど
厳
正
に
審
議
し
、
全
議
案
が
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
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平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告書

　平成 29年度の事業については、平成 29年 2月 22 日開催の通常総会で議決された事業計画に基づき、県及び関係機関と

連携を図り、保険者に満足してもらえる成果を生み出すために、次の各種事業を行いましたので、その概況を報告します。

第１  国民健康保険事業の安定的運営
国保運営の都道府県化を含む医療保険制度改革を踏まえつつ、国民健康保険事業の安定的運営に向けて保険者と連

携を密にし、事務の効率化、調査研究、価値ある情報の提供に努めた。	

また、医療保険制度を将来にわたって持続可能で安定的な制度にするため、引き続き国保関係者が一丸となり、国

民健康保険事業の安定運営に向けた運動を展開した。　

第２  成果を上げる国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業等の展開	
審査事務共助の充実を図るため、事務共助指導専門員及び審査委員の専門的な研修を実施し、職員の知識の更なる

質の向上に努めた。また、審査委員会への情報提供などによる効率的なレセプト審査体制の強化を図りつつ、審査事

務共助支援システムを活用し審査の充実を図るとともに、更なる審査業務の効率化・審査基準の統一化を図った。

また、出産育児一時金等の支払業務及び後期高齢者医療事務代行業務の適正かつ効率化を図った。

第３  共同事業の効率的推進
	 保険者事務共同電算処理事業の更なる事業の拡充を図るため、国保総合システム機能を活用し、保険者事務の効率

化に努めた。

また、保険財政共同安定化事業及び高額医療費共同事業の適正執行を行うとともに、求償金の滞留防止等や事務処

理システムの更新等により第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業の効率化を図った。

さらに、海外療養費不正請求対策支援業務の適正な事務の執行に努めた。

第４　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
生涯元気で活力ある地域づくりを支援するための人材育成、国保データベース（KDB）システム等からの医療デー

タの活用などに基づく保健事業を推進するとともに、栃木県保険者協議会を通じ、地域・職域保険等関係団体との連

携強化により保健事業の実効性を高めるなど市町保健事業の支援を行った。

また、特定健診等のデータ管理業務の適正執行に努めた。

第５　介護保険・障害者総合支援事業関係業務の適正執行
介護給付適正化支援事業の積極的推進による保険者支援の強化を図るとともに、介護給付費等審査支払業務及び障

害者総合支援給付費支払業務の適正執行、並びに介護サービスの質的向上を図った。

更に、平成30年度の医療・介護同時報酬改定及び障害者総合支援審査業務の導入に向け、システム環境の整備はも

とより、適切な業務執行体制の構築を行った。

第６　新規事業への対応
平成30年1月の次期国保総合システム稼働に向けて、保険者向けの操作説明会等を開催し、円滑な移行への準備を

進めた。

また、新たな国保制度に関連するシステムに対応するため、本会に設置となる国保情報集約システムについては、

市町向けの説明会を3回開催し、各市町担当者との情報共有を図るとともに、実機を用いて生体認証登録などを実施し、

円滑なシステム稼働（平成30年4月）に向けた準備を行った。

更に、人工知能を活用した特定健診受診率向上支援事業では、従来のモデル事業から全保険者を対象とした本事業

へ移行し、行動分析に基づく保健事業の推進を図った。

第７　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備	 	

保険者に満足してもらえる成果を生み出す事業を効率的に進めるため、平成29年度本会事業計画の重点目標の取り

組み方針に沿って事務局体制の整備、職員の資質の向上、事務運営の改善に努めた。	

第 1　国民健康保険事業の安定的運営
第 2　成果を上げる国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業等の展開
第 3　共同事業の効率的推進 
第 4　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
第 5　介護保険・障害者総合支援事業関係業務の適正執行	
第 6　新規事業への対応				  
第 7　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備	

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」3



会　計　区　分
歳　入　決　算　額 歳　出　決　算　額 歳　入　歳　出　差　引　額

平成
28年度

平成
29年度 前年比 平成

28年度
平成
29年度 前年比 平成

28年度
平成
29年度 前年比

一　般　会　計

業務勘定
支

払

特

別

会

計

診

療

報

酬

審

査

支
払
勘
定

業務勘定

支
払
勘
定

業務勘定

支
払
勘
定

国民健康保険
診療報酬支払勘定

出産育児一時金等
に関する支払勘定

公費負担医療に関する
診療報酬支払勘定　

後期高齢者医療
診療報酬支払勘定
公費負担医療に関する
診療報酬支払勘定

小　　　　計

小　　　　計

小　　　　計

業務勘定

支
払
勘
定

小　　　　計

関
係
業
務
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

保険財政共同安定化事業・
高額医療費共同事業特別会計

第三者行為損害賠償求償事務
共同処理事業特別会計

業

務

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業
関
係

関
係
業
務
等
特
別
会
計

障
害
者
総
合
支
援
法

介護給付費
支払勘定
公費負担医療等に関する
報酬等支払勘定

障害介護給付費
支払勘定
障害児給付費
支払勘定

特定健診保健指導費用
決済業務特別会計
職員厚生資金貸付金
特別会計

合　　　計

(551,809,256)
551,809,256

(1,714,569,242)
3,210,840,356

147,519,925,193

3,644,048,052

4,665,372,944

155,829,346,189

(866,334,620)
866,334,620

188,473,275,778

887,274,170

189,360,549,948

(18,525,317)
54,578,448,470

(15,393,194)
396,230,110

(274,175,434)
651,084,625

124,474,976,076

1,090,473,249

125,565,449,325

(80,051,611)
81,023,880

30,786,078,093

2,963,116,030

33,749,194,123

(51,869,170)
1,279,842,118

7,279,422

(3,572,727,844)
566,127,432,442

(534,339,170)
534,339,170

(1,447,277,782)
2,660,466,715

144,328,272,207

3,665,530,829

1,019,883,562

149,013,686,598

(776,797,956)
776,797,956

194,792,037,002

1,008,783,727

195,800,820,729

(23,410,128)
52,396,356,500

(15,293,539)
438,318,204

(229,905,976)
599,673,622

129,558,317,428

1,163,484,391

130,721,801,819

(78,773,585)
81,620,696

32,803,535,437

4,182,844,409

36,986,379,846

(51,286,818)
1,289,369,467

7,377,635

(3,157,084,954)
571,307,008,957

96.8%
96.8%

84.4%
82.9%

97.8%

100.6%

21.9%

95.6%

89.7%
89.7%

103.4%

113.7%

103.4%

126.4%
96.0%

99.4%
110.6%

83.9%
92.1%

104.1%

106.7%

104.1%

98.4%
100.7%

106.6%

141.2%

109.6%

98.9%
100.7%

101.3%

88.4%
100.9%

(551,065,024)
551,065,024

(1,495,159,136)
2,937,890,536

147,489,274,687

3,642,588,217

4,665,372,944

155,797,235,848

(721,143,711)
721,143,711

188,463,405,260

886,273,536

189,349,678,796

(7,828,914)
54,567,752,063

(13,531,024)
394,367,940

(226,847,481)
603,745,300

124,474,334,618

1,090,469,202

125,564,803,820

(41,937,858)
42,873,858

30,786,056,689

2,963,116,030

33,749,172,719

(49,901,526)
1,277,874,432

76,633

(3,107,414,674)
565,557,680,680

(533,907,557)
533,907,557

(1,297,080,326)
2,243,547,846

144,298,179,798

3,664,151,898

1,019,883,562

148,982,215,258

(665,280,447)
665,280,447

194,782,871,563

1,007,819,146

195,790,690,709

(23,410,128)
52,396,356,500

(10,447,981)
433,472,646

(202,669,871)
571,969,328

129,557,675,970

1,163,480,344

130,721,156,314

(36,777,756)
39,460,956

32,803,514,033

4,182,844,409

36,986,358,442

(50,955,681)
1,289,038,330

63,905

(2,820,529,747)
570,653,518,238

96.9%
96.9%

86.8%
76.4%

97.8%

100.6%

21.9%

95.6%

92.3%
92.3%

103.4%

113.7%

103.4%

299.0%
96.0%

77.2%
109.9%

89.3%
94.7%

104.1%

106.7%

104.1%

87.7%
92.0%

106.6%

141.2%

109.6%

102.1%
100.9%

83.4%

90.8%
100.9%

(744,232)
744,232

(219,410,106)
272,949,820

30,650,506

1,459,835

0 0

32,110,341

(145,190,909)
145,190,909

9,870,518

1,000,634

10,871,152

(10,696,403)
10,696,407

(1,862,170)
1,862,170

(47,327,953)
47,339,325

641,458

4,047

645,505

(38,113,753)
38,150,022

21,404

0

21,404

(1,967,644)
1,967,686

7,202,789

(465,313,170)
569,751,762

(431,613)
431,613

(150,197,456)
416,918,869

30,092,409

1,378,931

31,471,340

(111,517,509)
111,517,509

9,165,439

964,581

10,130,020

(0)
0

(4,845,558)
4,845,558

(27,236,105)
27,704,294

641,458

4,047

645,505

(41,995,829)
42,159,740

21,404

0

21,404

(331,137)
331,137

7,313,730

(336,555,207)
653,490,719

58.0%
58.0%

68.5%
152.7%

98.2%

94.5%

0%

98.0%

76.8%
76.8%

92.9%

96.4%

93.2%

皆減
皆減

260.2%
260.2%

57.5%
58.5%

100.0%

100.0%

100.0%

110.2%
110.5%

100.0%

0%

100.0%

16.8%
16.8%

101.5%

72.3%
114.7%

平成 29 年度栃木県国民健康保険団体連合会一般・特別両会計歳入歳出決算の状況（対前年比）

［備考］　上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、指定公費関係諸費［指定公費請求支払事業（県内一般分・療養費分）、
特別会計（国民健康保険診療報酬支払勘定）繰出金］、保険者間調整受入金及び支出金、保険財政共同安定化事業・高額医療費
共同事業拠出金、第三者行為損害賠償求償金、介護保険事業関係業務特別会計の主治医意見書料、介護予防ケアマネジメント
負担金及び電子証明書発行手数料、障害者総合支援法関係業務等特別会計の電子証明書発行手数料、特定健診費用決済業務を
除いた数字（事務運営に要する経費）である。

（単位：円）
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益
子
町
は
、
首
都
圏
か
ら
約
100
㎞
、

栃
木
県
の
南
東
部
、
八
溝
山
地
の
麓
に

位
置
す
る
芳
賀
郡
の
町
。
小
貝
川
が
町

西
側
を
北
か
ら
南
へ
と
流
れ
、
そ
の
河

岸
が
町
の
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

町
の
南
部
は
茨
城
県
と
県
境
を
接
し
、

丘
陵
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
自

然
と
豊
富
な
文
化
財
を
擁
し
、
伝
統
を

継
承
し
な
が
ら
も
自
由
な
気
風
を
持
ち

合
わ
せ
た
町
で
す
。

陶
器
の
産
地
と
し
て
も
そ
の
名
が
知

ら
れ
る
益
子
。
四
季
折
々
の
自
然
と
、

ゆ
る
や
か
な
起
伏
の
山
に
育
ま
れ
た
こ

の
土
地
で
は
、
や
き
も
の
の
原
料
と
な

る
良
質
の
陶
土
を
産
出
し
ま
す
。
そ
ん

な
風
土
を
背
景
に
生
ま
れ
た
「
益
子
焼
」

は
、
艶
の
あ
る
な
め
ら
か
な
肌
を
も
つ
、

た
っ
ぷ
り
と
し
た
厚
手
の
器
。
手
の
ひ

ら
で
包
む
と
、
じ
ん
わ
り
と
あ
た
た
か

さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
や
き
も
の
は
、
日

本
の
み
な
ら
ず
、
海
外
に
も
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
益
子
町

で
は
、「
幸
せ
な
共
同
体
・
ま
し
こ
」
の

実
現
に
向
け
て
、
ま
し
こ
な
ら
で
は
の

住
み
た
い
価
値
を
つ
く
る
こ
と
を
念
頭

に
、
暮
ら
し
、
産
業
、
人
財
、
資
産
形

成
、
経
営
体
の
５
つ
の
分
野
別
に
具
体

的
行
動
を
示
し
、住
民
、事
業
者
、地
域
、

団
体
、
議
会
、
行
政
な
ど
本
町
に
関
す

る
す
べ
て
で
共
有
し
協
働
で
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
町
の
国
保
運
営
協
議
会
会

長
を
務
め
ら
れ
る
加
藤
芳
男
氏
は
、
平

成
23
年
に
益
子
町
の
町
議
会
議
員
に
当

選
さ
れ
、
現
在
２
期
目
で
す
。
総
務
産

業
委
員
長
、
教
育
厚
生
副
委
員
長
等
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
幅
広
い
分
野
で
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
８
月
に
、

国
保
運
営
協
議
会
会
長
に
就
任
さ
れ
、

国
民
健
康
保
険
の
健
全
運
営
の
た
め
、

ご
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
国
保
の
財
政
運
営
が
県

主
体
と
な
り
、
新
た
な
国
保
制
度
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
加
藤
会
長
に

は
、
様
々
な
知
識
と
経
験
で
、
国
民
健

康
保
険
運
営
の
た
め
に
、
な
お
一
層
ご

活
躍
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

会
長
の
一
言

「国民健康保険制度について」
持続可能な社会保障制度の確立を図るため、財政運営を県が担当し、

保険料の徴収、保険事業の実施等は各市町が担当することになりまし
た。医療費の適正化に向けた取り組みや保険料の様々な格差を解消し負
担の公平化を目指して、被保険者の方々が安心して医療を受けられるよ
う尽力して参ります。

国保運協会長プロフィール

加
か

藤
とう

芳
よし

男
お

益子町

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」5



金澤課長補佐

市
貝

サ
シ
バ
の
里

突 撃 ル ポ

みてある き

人
と
自
然
が
響
き
合
う
ま
ち

市
貝
町
は
栃
木
県
南
東
部
、
小
貝
川
の
上
流

域
に
位
置
し
、
県
都
宇
都
宮
市
か
ら
東
へ
約
24

㎞
の
距
離
に
あ
り
、
東
は
茂
木
町
、
西
は
芳
賀

町
・
高
根
沢
町
、
南
は
真
岡
市
・
益
子
町
、
北

は
那
須
烏
山
市
の
２
市
４
町
に
接
し
て
い
ま

す
。国

指
定
重
要
文
化
財
の
入
野
家
住
宅
や
古

墳
、
城
跡
な
ど
数
々
の
史
跡
が
残
っ
て
お
り
、

市貝町
第 121回 市貝町

全
国
で
も
類
を
見
な
い
武
者
絵
資
料
館
は
歴
史

と
文
化
の
町
の
象
徴
で
す
。
ま
た
、
北
部
の
芝

ざ
く
ら
公
園
や
那
珂
川
県
立
自
然
公
園
、
中
部

の
伊
許
山
、
南
部
の
多
田
羅
沼
、
町
内
各
地
に

点
在
す
る
た
め
池
、
小
貝
川
の
清
流
な
ど
美
し

い
自
然
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
サ
シ
バ
の
里
い
ち
か
い
夏
ま
つ
り

や
芝
ざ
く
ら
祭
り
、
道
の
駅
「
サ
シ
バ
の
里

い
ち
か
い
」、
市
貝
温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
、
祭
り
も
遊
び

も
楽
し
め
る
町
で
す
。

市
貝
町
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、

共
生
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

そ
の
実
践
の
た
め
、
サ
シ
バ
の
住
む
自
然
豊

か
な
里
地
里
山
を
土
台
と
し
て
、
環
境
保
全
を

中
心
に
農
業
・
商
工
観
光
を
主
要
な
柱
と
し
、

「
サ
シ
バ
の
里
」
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

市
貝
町
の
人
口
は
自
然
減
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
若
い
世
代
に
選
ば
れ
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
た
め
、
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
一
貫
し
た
子
育

て
支
援
の
体
制
の
構
築
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経

済
支
援
の
拡
充
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

今
回
は
自
然
環
境
と
共
生
し
な
が
ら
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
市
貝
町
を

訪
ね
、医
療
費
適
正
化
対
策
の
課
題
や
問
題
点
、

税
収
納
率
向
上
や
保
健
事
業
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
う
か
が
っ
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

国
保
制
度
改
正
に
伴
う
税
率
改
正

町
民
く
ら
し
課
の
金
澤
課
長
補
佐
に
、
課
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。
金
澤

課
長
補
佐
は
「
国
保
制
度
改
正
に
伴
い
、
数
年

ぶ
り
と
な
る
税
率
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
国
保

税
の
算
定
方
式
を
市
貝
町
で
は
現
在
4
方
式
で

行
っ
て
お
り
、
3
方
式
へ
の
移
行
を
検
討
し
ま

し
た
。税
額
が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
、

平
成
30
年
度
は
段
階
的
に
資
産
割
を
除
い
て
い

き
た
い
と
し
、
税
率
を
半
分
に
し
ま
し
た
。
今

後
の
税
率
改
正
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
の
状
況

も
勘
案
し
な
が
ら
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。」
と
話
し
ま
す
。

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
分
析
し
効
果

検
証

医
療
費
分
析
業
務
に
つ
い
て
う
か
が
う
と

「
市
貝
町
で
は
前
年
度
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を

分
析
し
、
各
種
保
健
事
業
対
象
者
の
抽
出
な
ど

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 6



市貝町役場

入野家住宅
　　国指定重要文化財の入野家住宅は、江戸時代初期から

代々名主を努めた家柄と伝えられています。

を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

に
抽
出
で
き
る
点
に
つ
い
て
と
て
も
利
点
に
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
前
年
度
と
比
較
し
て
、
対

象
者
の
増
減
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

大
変
効
果
的
で
す
。
分
析
し
た
デ
ー
タ
は
健
康

増
進
部
門
等
へ
提
供
し
、
各
種
事
業
に
て
活
用

し
て
い
ま
す
。」
と
続
け
ま
す
。

町
民
の
健
康
意
識
の
高
ま
り
を
感

じ
る
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

続
い
て
医
療
費
適
正
化
対
策
に
つ
い
て
う
か

が
う
と
「
町
民
の
健
康
維
持
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
一
般
ド
ッ
ク
が
2
万
円
、
総
合
ド
ッ
ク

が
3
万
円
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機

関
と
連
携
し
、
被
保
険
者
で
は
な
く
医
療
機
関

へ
直
接
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の

方
々
は
助
成
さ
れ
た
額
を
差
し
引
い
た
額
を
窓

口
で
お
支
払
い
す
れ
ば
よ
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
過
去
の
実
績
は
平
成
28
年
度
が
114
名
、
平

成
29
年
度
が
118
名
と
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
既
に
144
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
（
平

成
30
年
8
月
現
在
）、
町
民
の
健
康
意
識
の
高

ま
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。」
と
助
成
事
業
の
手

応
え
に
つ
い
て
力
強
く
話
し
ま
す
。

24
時
間
電
話
健
康
相
談
事
業
の
利

用
件
数
増
を
目
指
す

そ
の
他
の
医
療
費
適
正
化
対
策
に
つ
い
て

は
「
24
時
間
年
中
無
休
で
町
民
の
方
が
電
話
に

よ
る
健
康
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
、『
い
ち
か
い
モ
シ
モ
シ
相
談
』
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
急
な
疾
病
や
精
神
的
な
悩
み
な
ど

幅
広
く
相
談
を
受
け
て
い
る
た
め
、
医
療
費
適

正
化
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
利

用
件
数
が
低
い
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
よ
り
一

層
の
PR
を
行
い
、
年
間
500
件
を
目
指
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
話
し
、
事
業
の

手
応
え
を
感
じ
つ
つ
も
、
利
用
件
数
増
に
向
け

た
前
向
き
な
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

好
評　
『
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
』

ま
た
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
う
か
が
う

と
「
町
民
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て『
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
民
く
ら
し
課
・
健
康
福
祉
課
・
生
涯
学
習
課

が
連
携
し
て
行
っ
て
お
り
、
60
～
70
名
程
度
の

参
加
が
あ
り
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
好
評
で
、

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
移
動
の
バ
ス
の
中
で
も
簡

単
な
保
健
指
導
を
行
っ
た
り
、
元
気
づ
く
り
の

体
操
を
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
時
に
盛
り
込

ん
だ
り
と
工
夫
を
し
て
い
る
の
で
、
参
加
者
の

健
康
維
持
の
促
進
、
そ
し
て
医
療
費
適
正
化
の

一
助
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」
と

話
し
ま
す
。

催
告
書
の
カ
ラ
ー
化
で
収
納
率
向

上
を
目
指
す　

続
い
て
収
納
率
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
税
務
課
の
み
な
さ
ん
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

う
か
が
う
と
、岡
﨑
課
長
と
上
野
主
事
は
「
国

保
税
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
現
年
度
分
催
告

の
強
化
の
一
環
と
し
て
、
催
告
書
の
カ
ラ
ー

芝ざくら祭り
毎年４月中旬～５月中旬に芝ざくら祭りを開催しております。
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川上課長補佐（左）、山中保健師（右）

岡﨑課長

坂本主事 ( 左 )、上野主事（右）

化
を
行
い
ま
し
た
。
通
常
の
白
黒
の
催
告
書

だ
と
ど
う
し
て
も
注
意
が
向
か
な
い
こ
と
が

あ
る
の
で
、
重
要
な
内
容
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
見
た
目
か
ら
わ
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
31
年
度
に
は『
カ

ラ
ー
封
筒
』
を
作
成
予
定
で
す
。
そ
も
そ
も

封
筒
を
開
か
な
い
方
も
い
る
の
で
、
目
立
た

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
身
を
確
認
す
る
方
が

増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。

現
年
度
分
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

を
強
化

ま
た
収
納
率
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
上
野
主
事
は
「
現
年
度
分
に
つ
い
て
、

昨
年
ま
で
は
催
告
は
出
す
が
調
査
ま
で
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
現
年
度

分
も
調
査
を
行
い
、
ま
た
調
査
を
行
う
回
数
も

2
か
月
に
1
回
程
度
を
目
標
と
し
、
滞
納
処

分
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

と
今
年
度
か
ら
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
話
し
ま
す
。

少
額
滞
納
者
へ
の
積
極
的
な
差
押

等
に
よ
り
滞
納
処
分
の
強
化

少
額
滞
納
者
へ
の
滞
納
処
分
に
つ
い
て
岡
﨑

課
長
は
「
高
額
滞
納
者
は
も
ち
ろ
ん
少
額
滞
納

者
へ
の
積
極
的
な
差
押
・
換
価
を
実
施
し
ま
す
。

ど
う
し
て
も
高
額
滞
納
の
方
が
目
立
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
少
額
滞
納
の
方
も
い
ず
れ
は
高
額

滞
納
者
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
事
情
は
あ
る
の
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
町
民

の
方
々
が
い
る
以
上
、
滞
納
し
て
い
る
方
に
も

『
納
税
す
る
』
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
少
額
滞
納
者
へ
の
滞
納
処
分
は

必
要
で
す
し
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。」

と
話
し
ま
す
。

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
を
活

用
し
更
な
る
収
納
率
向
上
を
図
る

続
け
て
更
な
る
収
納
率
向
上
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
う
か
が
う
と
「
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
捜
索
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。
捜
索
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め

に
、
国
保
連
合
会
の
事
業
で
あ
る
『
徴
収
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
』
や
各
種
研
修
会
を
活
用

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
29

年
度
の
市
貝
町
の
収
納
率
は
現
年
度
で
95
％
ま

で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。『
徴
収
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
』
等
を
活
用
し
、
更
な
る

収
納
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。」
と

話
す
内
容
か
ら
は
、
市
貝
町
と
し
て
の
収
納
率

向
上
へ
向
け
た
積
極
的
な
姿
勢
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

課
題
は
分
納
誓
約
者
の
進
行
管
理

税
務
課
に
お
け
る
課
題
や
問
題
点
に
つ
い

て
う
か
が
う
と
上
野
主
事
は
「
分
納
誓
約
者

の
進
行
管
理
が
課
題
で
す
。
少
額
分
納
者
や

不
履
行
者
へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
少
額
の
分
納
は
基
本
的
に
は
認
め
な
い
と

い
う
こ
と
で
職
員
の
意
思
の
統
一
を
図
っ
て

い
ま
す
。
少
額
で
も
納
め
ら
れ
な
い
と
い
う

方
の
場
合
は
、
調
査
を
行
い
、
見
極
め
、
そ

の
後
の
課
と
し
て
の
対
応
や
方
向
性
を
定
め

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。」
と
話
し
ま
す
。

差
押
え
不
動
産
の
換
価
価
値
を
見
直

し
塩
漬
け
案
件
の
早
期
解
決
を
図
る

ま
た
そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て
「
過
去
に
差

し
押
さ
え
た
塩
漬
け
案
件
の
解
決
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
押
さ
え
て
は
い
る
も
の
の
、
公
売
に
か

け
る
と
実
際
に
価
値
が
付
か
な
い
不
動
産
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
対
策
と
し
て
換
価

価
値
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
差
押
え
が
必
要
な
の
か
ど
う

か
を
見
極
め
、
時
に
は
差
押
え
を
解
除
し
、
別

の
対
策
を
講
じ
て
、
塩
漬
け
案
件
を
解
決
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
課
と
し
て

直
面
し
て
い
る
問
題
点
に
つ
い
て
の
対
策
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。

『
と
く
な
び
AI
』
を
活
用
し
特
定
健

診
受
診
率
向
上
を
図
る

続
い
て
市
貝
町
の
保
健
事
業
に
つ
い
て
健

康
福
祉
課
の
み
な
さ
ん
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

う
か
が
う
と
山
中
保
健
師
は
「
特
定
健
診
受

診
率
向
上
を
目
指
し
、
と
く
な
び
AI
を
活
用

し
た
通
知
を
今
年
度
か
ら
始
め
、
１
回
目
の
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「元気づくり会」の様子

送
付
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
送
付
し
た

ば
か
り
で
効
果
の
ほ
ど
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

少
し
で
も
受
診
率
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。」
と
国
保
連
合
会
の
『
と
く
な

び
AI
』
事
業
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

『
元
気
づ
く
り
体
操
』　

町
民
に
も

好
評

続
い
て
健
康
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て
う
か
が

う
と
川
上
課
長
補
佐
は
「
町
民
の
健
康
増
進
と

地
域
の
つ
な
が
り
強
化
の
た
め
に
、『
元
気
づ

く
り
体
操
』
を
自
治
会
に
広
め
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。当
初
4
地
区
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
15
地
区
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
体

操
の
頻
度
は
週
に
2
回
に
設
定
し
て
お
り
、
参

加
者
か
ら
は
『
体
が
軽
く
な
っ
た
』
な
ど
の
意

見
も
あ
り
大
変
好
評
で
す
。
今
で
は
、
近
所
の

人
と
楽
し
く
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
元
気

づ
く
り
運
動
』
が
生
活
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。」
と
健
康
づ
く
り

支
援
の
手
応
え
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

女
子
栄
養
大
学
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

健
康
増
進
に
努
め
る

続
け
て
そ
の
他
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
山
中

保
健
師
は
「
平
成
29
年
度
か
ら
女
子
栄
養
大
学

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
市
貝
町
の
現
状
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
町
民
の
喫
煙
者
の
割

合
が
多
い
こ
と
、
塩
分
摂
取
量
が
多
い
こ
と
が

わ
か
り
、
そ
れ
ら
が
脳
卒
中
な
ど
の
原
因
の
一

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現

在
女
子
栄
養
大
学
と
市
貝
町
で
は
、
町
民
の
塩

分
摂
取
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
小
さ
い
子
供
の

う
ち
か
ら
、
薄
味
に
慣
れ
て
も
ら
お
う
と
い
う

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
子
供
に
対
し

て
減
塩
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
家
族
が
食

べ
る
食
事
全
体
が
減
塩
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
新
た
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
話
し
ま
す
。

健
幸
ポ
イ
ン
ト
で
特
定
健
診
受
診

率
向
上
を
目
指
す

特
定
健
診
受
診
率
ア
ッ
プ
に
向
け
て
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
川
上
課
長
補
佐
は
「
健
幸
ポ

イ
ン
ト
事
業
と
し
て
、
芳
賀
町
と
共
同
で
行
っ

て
い
る
『
ひ
ば
り
ポ
イ
ン
ト
』
の
付
与
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
ポ
イ
ン
ト
は
日
常
の

買
い
物
等
で
付
与
さ
れ
る
も
の
で
、
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
も
ほ
と
ん
ど
の
町
民
が
既
に
所
持

し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
、
特

定
保
健
指
導
な
ど
の
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象

事
業
を
受
診
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
付
与
の

条
件
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
特
定
健
診
の
た

め
だ
け
に
新
た
に
カ
ー
ド
を
作
る
必
要
も
あ

り
ま
せ
ん
。
普
段
貯
め
て
い
る
カ
ー
ド
に
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
町
民

の
方
か
ら
も
好
評
で
す
。」
と
続
け
ま
す
。

課
題
は
特
定
保
健
指
導
実
施
率
の

低
下

課
と
し
て
の
課
題
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
山

平成26年度 平成27年度 平成28年度

総人口（人） 12,169 12,140 12,034

総世帯数（世帯） 4,266 4,340 4,372

国保被保者

加入世帯数（世帯） 1,775 1,738 1,706

被保険者数（人） 3,345 3,207 3,104

被保険者加入率（％） 27.5 26.4 25.8

保険料（税）
収納状況（現年分）

一人当たり調定額（円） 99,421 96,471 97,311

収納率（％） 92.77 92.63 92.71

一人当たりの療養諸費費用額（円） 282,434 285,016 293,893

特定健診・特定

保健指導の状況

特定健診受診率（％） 43.3 44.1 45.3

特定保健指導実施率（％） 56.5 50.0 51.8

◎市貝町の概況

特定健診　減塩普及事業と小貝小学校生活習慣講座の様子

健幸ポイント事業

中
保
健
師
は
「
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
が
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
初
回
指

導
の
実
施
率
は
増
え
て
は
い
ま
す
が
、
指
導
を

最
後
ま
で
続
け
て
く
れ
る
方
の
割
合
が
減
っ
て

き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
対
策
と
し
て
自
宅

訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
実
施
率
向
上

に
結
び
付
け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
抱
え

る
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

様
々
な
課
題
や
問
題
点
を
抱
え
な
が
ら
も
、

改
善
に
向
け
て
前
向
き
に
取
り
組
む
市
貝
町
。

現
状
で
は
満
足
せ
ず
、
町
民
の
た
め
に
よ
り
よ

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
の
だ
と
、
改
め

て
感
じ
る
取
材
と
な
り
ま
し
た
。
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持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
向
け
て

「
国
保
改
革
の
残
さ
れ
た
課
題
と
将
来
展
望

 ―

②
医
療
費
適
正
化
へ
の
取
り
組
み
と
課
題
」［
全
４
回
］

東
海
大
学
健
康
学
部 

准
教
授
　
古
城 

隆
雄

第2回第2回

特別寄稿特別寄稿

1　

は
じ
め
に

前
回
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に

至
っ
た
経
緯
と
、国
民
健
康
保
険
制
度（
国

保
）
の
財
政
上
の
構
造
問
題
と
都
道
府
県

の
役
割
拡
大
に
つ
い
て
触
れ
た
。今
回
は
、

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
医
療
費
適
正
化
を

取
り
上
げ
る
。

2　

医
療
費
適
正
化
政
策
と
有
効
性

医
療
費
適
正
化
は
、
本
来
は
「
必
要
な

医
療
費
を
賄
う
た
め
の
医
療
費
の
使
い
方

の
見
直
し
と
重
点
配
分
」
と
い
う
意
味
で

あ
っ
た
が
（
医
療
費
適
正
化
政
策
の
変
遷

に
つ
い
て
は
、
印
南
編
著
（
2
0
1
6
）

の
第
1
部
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
）、

こ
こ
で
は
、
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度

に
す
る
た
め
に
1
9
8
0
年
代
か
ら
掲
げ

ら
れ
て
き
た
「
国
民
所
得
対
比
で
見
た
医

療
費
総
額
の
伸
び
率
抑
制
政
策
」
と
い
う

意
味
で
使
用
す
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
医

療
費
総
額
が
増
加
す
る
こ
と
自
体
は
問
題

視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
民
所
得
対
比
で
見

た
伸
び
率
の
抑
制
と
そ
の
方
法
論
が
議
論

の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
2
0
0
8
年
か
ら
国
と
都
道
府

県
が
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
医
療
費

適
正
化
計
画
に
は
、「
住
民
の
健
康
の
保

持
」
と
「
医
療
の
効
率
的
な
提
供
の
推

進
」
の
２
分
野
で
、
政
策
目
標
を
定
め
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
第
２
期
、
第
３
期

と
計
画
が
改
定
さ
れ
る
度
に
、
政
策
目

標
（
た
ば
こ
対
策
、
予
防
接
種
、
重
症
化

予
防
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進
、
医
薬

品
の
適
正
使
用
等
）
が
追
加
さ
れ
て
き
た

（
表
1
）。
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
医
療
費
総

額
の
抑
制
に
効
果
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
3
期
医
療
費
適
正
化
計
画
（
2
0
1
8

～
2
0
2
3
年
度
）
を
立
案
す
る
際

に
、
厚
生
労
働
省
が
示
し
た
資
料
に
よ

れ
ば
、
何
も
し
な
け
れ
ば
国
民
医
療
費

は
、
2
0
1
4
年
度
の
40
・
8
兆
円
か
ら

2
0
2
3
年
度
に
は
50
・
1
～
50
・
4
兆

円
に
達
す
る
。
し
か
し
、
表
1
で
示
し
た

医
療
費
適
正
化
政
策
の
う
ち
、「
後
発
医

薬
品
の
普
及
」「
特
定
健
診
・
保
健
指
導

の
実
施
率
の
達
成
」「
生
活
習
慣
病
の
重

症
化
予
防
」「
医
薬
品
の
適
正
使
用
の
推

進
」
の
４
つ
の
政
策
に
よ
り
0
・
6
兆
円

抑
制
さ
れ
、
2
0
2
3
年
度
の
国
民
医
療

費
は
49
・
5
～
49
・
8
兆
円
に
な
る
と
推

定
さ
れ
て
い
る
（
1
人
当
た
り
外
来
医
療

費
の
地
域
差
が
半
減
す
る
と
0
.
2
兆
円

追
加
で
削
減
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
）。

仮
に
、
先
に
述
べ
た
医
療
政
策
の
目
標

に
従
っ
て
、
2
0
2
3
年
度
国
民
医
療

費
を
2
0
1
4
年
度
の
G
D
P
対
比
7
・

88
％
の
レ
ベ
ル
ま
で
抑
制
す
る
こ
と
を
想

定
す
る
（
本
来
は
国
民
所
得
で
計
算
す
べ

き
だ
が
、
内
閣
府
の
推
計
で
は
G
D
P

の
み
公
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
G
D
P

対
比
で
試
算
す
る
）。
2
0
2
3
年
度
の

G
D
P
は
約
6
1
6
・
2
兆
円
と
推
計
さ

れ
て
い
る
た
め
、
2
0
2
3
年
度
の
国
民

医
療
費
は
48
・
5
兆
円
に
抑
制
す
る
必
要

が
あ
る
。
先
の
厚
生
労
働
省
の
推
計
値

49
・
5
～
49
・
8
兆
円
と
は
、
約
１
兆
円

の
差
が
あ
る
。

1
兆
円
で
あ
れ
ば
、
診
療
報
酬
改
定
に

よ
る
抑
制
に
よ
り
実
現
で
き
そ
う
だ
が
、

過
去
の
実
績
か
ら
見
る
と
難
し
い
。
推
計

よ
り
も
経
済
成
長
が
下
回
る
こ
と
や
国
民

医
療
費
が
予
想
以
上
に
増
加
す
る
こ
と
、

診
療
報
酬
の
削
減
に
は
反
発
が
多
い
た
め

第 1 期   第 2 期    第 3 期
住民の健康の保持   
  (1) 特定健康診査の実施率 
  (2) 特定保健指導の実施率 
  (3) メタボリックシンドロームの
        該当者及び予備軍の減少率

  (4) たばこ対策
  (5) 予防接種
  (6) 生活習慣病の重症化予防 
  (7) その他予防・健康づくりの推進 

医療の効率的な提供  
  (1) 平均在院日数の短縮  
  (2) 後発医薬品の使用促進 
  (3) 医薬品の適正使用の推進

〇
〇
〇

〇

 

〇
〇
〇

〇

〇
〇 

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇

〈表 1〉医療費適正化計画の政策目標の推移
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で
、
国
民
医
療
費
の
G
D
P
対
比
は
5
・

7
％（
2
0
0
0
）→
7
・
96
％（
2
0
1
5

と
上
昇
し
続
け
て
い
る
。
過
去
30
年
の
国

民
医
療
費
の
増
加
要
因
を
パ
ネ
ル
デ
ー
タ

で
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
医
師
数
が
最
も
大

き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
詳
し
い
研
究
内
容

に
つ
い
て
は
、
印
南
編
著
（
2
0
1
6
）

の
第
2
部
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、

医
療
費
抑
制
を
考
え
る
な
ら
ば
、
今
後
は

医
師
数
の
抑
制
政
策
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。

３
今
後
の
課
題

厚
生
労
働
省
が
医
療
費
抑
制
効
果
を
見

込
ん
で
い
る
政
策
の
う
ち
、「
生
活
習
慣

病
の
重
症
化
予
防
（
実
際
に
は
、
糖
尿
病

の
重
症
化
予
防
）」「
医
薬
品
の
適
正
使
用
」

は
、
実
際
の
糖
尿
病
患
者
数
や
重
複
投
与

患
者
数
と
そ
れ
ら
の
受
診
行
動
改
善
の
程

度
に
よ
っ
て
、
抑
制
効
果
は
大
き
く
変
動

す
る
。
ま
た
、
特
定
健
診
等
の
実
施
率
に

つ
い
て
も
、
医
療
受
診
を
喚
起
す
る
点
や

中
長
期
的
な
延
命
効
果
が
生
じ
る
の
で
あ

れ
ば
、
逆
に
医
療
費
増
加
要
因
に
も
な
り

え
る
。
医
療
費
適
正
化
計
画
で
実
施
さ
れ

て
い
る
政
策
が
、
実
際
に
期
待
通
り
の
抑

制
効
果
を
あ
げ
る
か
に
つ
い
て
は
、
時

系
列
的
に
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
で
行
わ
れ
る
医
療
費

分
析
を
通
じ
て
、
効
果
の
検
証
を
行
い
、

政
策
内
容
を
再
度
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

そ
れ
以
外
の
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
、

3
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
1
点
目
は
、

医
療
費
の
支
出
に
関
す
る
給
付
範
囲
、
給

付
水
準
、
対
象
者
の
見
直
し
で
あ
る
。
財

政
状
況
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
を

想
定
す
る
と
、
今
以
上
の
抑
制
政
策
を
求

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
国
の
財
政
や

医
療
保
険
財
政
が
深
刻
化
し
た
時
に
は
、

新
た
な
医
療
技
術
や
薬
剤
の
保
険
適
用
の

停
止
、
自
己
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
等
、

一
律
的
な
給
付
抑
制
が
実
施
さ
れ
か
ね
な

い
。
予
め
医
療
保
障
の
理
念
に
基
づ
き
、

重
点
的
に
守
る
べ
き
給
付
範
囲
や
給
付
水

準
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
（
こ
の
あ
た
り
の
議
論

は
、
印
南
編
著
（
2
0
1
6
）
第
4
部
で

詳
し
く
論
じ
て
い
る
）。
ま
た
、
近
年
の

外
国
人
労
働
者
の
増
加
、
居
住
す
る
外
国

人
が
一
時
的
に
親
族
を
被
扶
養
者
に
し
て

給
付
を
受
け
る
実
態
が
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
対
象
者
の
見
直
し
も
重
要
な
課
題

で
あ
ろ
う
。

2
点
目
は
、
国
民
医
療
費
の
負
担
構

造
の
見
直
し
で
あ
る
。
国
民
健
康
保
険
制

度
は
、
都
道
府
県
単
位
に
財
政
規
模
が
拡

大
さ
れ
以
前
よ
り
も
安
定
し
た
が
、
公
費

に
大
き
く
依
存
す
る
財
政
状
況
に
変
わ
り

は
な
い
。
万
が
一
、
国
の
財
政
危
機
が
訪

れ
れ
ば
、
国
債
発
行
が
厳
し
く
な
る
た
め

公
費
に
よ
る
負
担
は
滞
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
う
な
れ
ば
、
公
費
に
依
存
す
る
制

度
（
国
保
や
後
期
高
齢
者
等
）
は
財
政
難

に
陥
り
、
生
命
に
直
結
す
る
よ
う
な
医
療

で
さ
え
も
受
診
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も

あ
り
う
る
。
ど
の
制
度
に
加
入
し
て
い
た

と
し
て
も
、
救
急
医
療
や
生
命
に
直
結
す

る
よ
う
な
医
療
に
優
先
的
に
財
源
を
配
分

で
き
る
保
険
財
政
の
在
り
方
に
変
更
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
（
こ
の
あ
た
り
の
議
論

は
、
印
南
編
著
（
2
0
1
6
）
の
第
4
部

に
あ
る
）。

3
点
目
は
、
被
保
険
者
の
ヘ
ル
ス
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
で
あ
る
。
持
続
可
能
な

医
療
保
険
制
度
と
い
う
意
味
で
は
、
国
民

自
身
が
医
療
費
の
使
わ
れ
方
や
負
担
の
在

り
方
に
つ
い
て
理
解
し
、
自
身
の
健
康
状

態
や
予
防
に
関
心
を
持
ち
、
適
切
な
受
診

を
行
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
次
回
、
詳
し
く
論
じ

た
い
。
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・
厚
生
労
働
省
「
医
療
費
適
正
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の
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医

療
費
適
正
化
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」

・
内
閣
府
「
中
長
期
の
経
済
財
政
に
関
す
る
試
算
（
平

成
30
年
7
月
）」

プロフィール

古城　隆雄 東海大学健康学部
准教授

博士（政策・メディア）、専門は地域医療政策。
現在、東海大学健康学部 准教授。
主な著書に、印南一路・堀真奈美・古城隆雄『生命と

自由を守る医療政策』（東洋経済新報社
2011年）、古城隆雄・印南一路「第4
部 求められる医療費適正化策」印南一
路編『再考・医療費適正化』（有斐閣
2016年）がある。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」11
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―
―
オ
ス
ス
メ
の
食
べ
物
は
あ
り
ま
す
か
？

旬
の
も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
今
の
季
節
で
す
と
秋
刀
魚
が
出
て
き

た
り
す
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

旬
の
も
の
は
栄
養
価
が
高
い
の
は
も
ち

ろ
ん
、
四
季
の
季
節
を
感
じ
ら
れ
、
食
に

対
す
る
楽
し
み
も
で
き
る
の
で
オ
ス
ス
メ

で
す
。

―
―
な
る
ほ
ど
。
他
に
体
の
ケ
ア
な
ど
で

日
常
的
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

プ
ロ
に
入
っ
て
4
年
目
の
時
に
、
股
関

節
周
辺
の
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
原
因
が
元
々
、
体
が
固
い
こ
と
で

あ
っ
た
た
め
、
体
の
ケ
ア
を
入
念
に
す
る

―
―
早
速
で
す
が
、
食
事
の
面
で
普
段
か
ら

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

若
い
時
に
は
も
ち
ろ
ん
気
を
付
け
て
い

ま
し
た
が
、
年
齢
を
重
ね
た
今
は
、
よ
り

一
層
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
特
に
食
べ
る

時
間
で
あ
っ
た
り
、
野
菜
を
多
く
摂
っ
た

り
と
い
う
面
で
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

―
―
や
は
り
朝
昼
晩
と
し
っ
か
り
食
事
を

摂
る
の
で
す
か
？

僕
は
消
化
が
遅
い
ほ
う
で
、
朝
に
し
っ

か
り
食
べ
る
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
影
響
が

出
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
食
べ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
ね
。

ま
た
、
夜
は
お
米
の
よ
う
な
炭
水
化
物

を
あ
ま
り
食
べ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の

プロスポーツ選手から健康について学ぶべく、前
回から始まりました企画です。今回は、栃木ＳＣで
キャプテンを務めます廣瀬浩二選手にお話をうか
がってまいりました。

〇生年月日：1984年3月13日 　〇身長／体重：166/64
〇ニックネーム：コージ
〇自分の性格をひとことでいうと：繊細
〇こ こ だ け は 譲 れ な い 事：トーク
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プロスポーツ
選手から
健康を学ぶ

第2回

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
ス
ト
レ
ッ

チ
方
法
や
器
具
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

―
―
（
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
）
ケ
ア
を

続
け
る
秘
訣
は
あ
り
ま
す
か
？

自
分
が
苦
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
続
か

な
い
と
思
い
ま
す
。
日
常
行
っ
て
い
る
動

作
、
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
き

や
掃
除
を
し
て
い
る
と
き
な
ど
の
動
作

に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
動
作
を
一
つ
加

え
た
り
す
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
遊
び
の
要
素
を
加
え
た
り
す

る
と
、
子
供
で
も
楽
し
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
無
理
な
回
数
を
設

定
す
る
と
続
か
な
い
の
で
、
無
理
を
し
な

で
、
お
か
ず
な
ど
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
夜
遅
く
に

食
べ
る
と
次
の
日
に
体
が
重
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
18
時
以
降
は
食
べ
な
い

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

―
―
食
事
に
気
を
付
け
続
け
る
こ
と
は

大
変
で
は
な
い
で
す
か
？

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
（
食
事

の
調
整
）
を
し
な
か
っ
た
せ
い
で
、
次
の

日
の
試
合
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
影
響
が
出

て
し
ま
う
よ
う
で
は
、
こ
の
世
界
で
は

や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
し
、
何
よ
り
自
分
自

身
が
不
摂
生
な
食
事
を
し
た
こ
と
を
後
悔

し
た
く
は
な
い
の
で
、
続
け
る
こ
と
は
苦

で
は
な
い
で
す
。

廣瀬浩二 HIROSE Koji

8　FW
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い
範
囲
で
徐
々
に
回
数
を
増
や
し
い
て
い

く
と
、
長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

―
―
オ
ス
ス
メ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
は

あ
り
ま
す
か
？

開
脚
が
お
す
す
め
で
す
ね
。
自
分
で
気

持
ち
い
い
と
感
じ
る
程
度
で
、
左
右
に
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
う
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

併
せ
て
、
脇
腹
あ
た
り
を
伸
ば
す
の
も
効

果
的
で
す
。
上
半
身
と
下
半
身
と
の
つ
な

ぎ
目
の
部
分
が
伸
び
る
の
で
、
体
が
軽
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
体
が
と
て
も
固
い
人
や
高
齢
の
方
で

も
効
果
は
あ
り
ま
す
か
？

む
し
ろ
普
段
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
機
会

が
な
く
、
こ
れ
か
ら
始
め
る
人
の
ほ
う
が

効
果
を
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
た
だ
、
高
齢
の
方
な
ど
は
無
理
の

な
い
程
度
で
行
う
の
が
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
。
本
人
に
と
っ
て
辛
い
ス
ト
レ
ッ
チ

は
続
き
ま
せ
ん
。
簡
単
な
も
の
で
も
充
分

効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
記
事

を
読
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、ス
ト
レ
ッ

チ
を
始
め
、
続
け
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

―
―
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
な
ど
の
方
の
腰
痛
に
つ

い
て
、
な
に
か
対
処
法
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

腰
痛
は
姿
勢
が
主
な
原
因
で
す
。
楽
な

姿
勢
を
と
る
こ
と
は
極
力
避
け
た
ほ
う
が

い
い
で
す
ね
。
楽
な
姿
勢
と
い
う
の
は
、

普
段
使
わ
な
い
と
こ
ろ
を
使
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
偏
っ
た
負

荷
が
か
か
り
、
腰
痛
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
多
少
辛
く
て
も
、
正
し
い
ま
っ
す
ぐ

な
姿
勢
で
い
る
こ
と
を
意
識
す
る
と
よ
い

と
思
い
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
続
け

て
入
浴
方
法
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

家
で
は
よ
く
半
身
浴
を
し
て
い
ま
す
。

お
風
呂
か
ら
上
が
っ
た
後
も
す
ぐ
に
冷
房

の
効
い
た
部
屋
に
は
行
か
ず
、
汗
を
す
べ

て
出
し
切
っ
て
か
ら
着
替
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
時
間
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
長
い
時
は
30
分
程
度
入
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

―
―
睡
眠
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

エ
ア
コ
ン
は
よ
く
な
い
と
い
う
話
も
聞

き
ま
す
が
、
寝
付
け
ず
に
睡
眠
不
足
に
な

る
ほ
う
が
問
題
な
の
で
、
適
温
で
使
用
し

て
寝
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
低
す
ぎ
る
設

定
温
度
は
体
に
良
く
な
い
の
で
28
度
程
度

で
の
使
用
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

―
―
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
方
法
、
ま
た

は
ス
ト
レ
ス
の
発
散
方
法
に
つ
い
て
何
か

あ
り
ま
す
か
？

試
合
に
勝
て
て
い
な
い
と
き
の
ス
ト
レ

ス
は
確
か
に
あ
り
ま
す
。
職
業
上
、
試
合

の
結
果
に
よ
っ
て
は
厳
し
い
言
葉
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
真
剣
に

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
が
故
の
言
葉
で
あ

る
と
思
う
の
で
、
受
け
止
め
、
勝
っ
た
時

の
喜
び
を
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
勝
て
て
い
な
い
と
き
の
ス
ト

レ
ス
は
、
勝
ち
へ
向
け
て
の
練
習
に
落
と

し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
負
け
た
後
は

雰
囲
気
が
悪
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
ス
ト

レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
な
良
い
雰
囲
気
を

作
っ
て
い
け
る
よ
う
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
で
は
最
後
に
、

読
者
に
向
け
て
一
言
お
ね
が
い
し
ま
す
。

『
普
通
の
生
活
』
を
送
れ
て
い
る
こ
と

は
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
そ
の
当
た

り
前
の
生
活
が
少
し
で
も
長
く
続
け
て
い

け
る
よ
う
に
、普
段
の
生
活
で
何
か
一
つ
、

『
自
分
の
体
に
い
い
こ
と
』
を
や
ろ
う
と

意
識
し
、
実
践
し
て
ほ
し
い
で
す
。
い
き

な
り
難
し
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
小
さ
い
こ
と
を
少
し
ず
つ
行
う

こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
何
よ

り
大
切
な
の
は
毎
日
続
け
る
こ
と
で
す
の

で
、
健
康
と
な
っ
た
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
続
け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
今
シ
ー
ズ
ン
も
あ
と
2
か
月
と
な

り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
プ
レ
ー
オ
フ
を
狙

え
る
順
位
で
す
。
栃
木
S
C
と
サ
ポ
ー

タ
ー
が
一
丸
と
な
っ
た
結
果
、
今
の
順
位

が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
プ
レ
ー
オ
フ

ま
で
上
り
詰
め
て
、
栃
木
県
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
栃
木

S
C
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！以

上
栃
木
Ｓ
Ｃ
の
廣
瀬
浩
二
選
手
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。
心
構
え
か
ら
、

実
践
方
法
ま
で
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ

き
、
大
変
勉
強
と
な
っ
た
取
材
と
な
り
ま

し
た
。
取
材
の
中
で
何
度
も
『
続
け
る
こ

と
が
重
要
』
と
廣
瀬
選
手
は
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
読
者
の
皆
さ
ん
も
、
ス
ト

レ
ッ
チ
を
始
め
と
す
る
、
健
康
に
良
い
活

動
を
実
践
し
、
長
く
続
け
て
、
健
康
な
体

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
栃
木
Ｓ
Ｃ
へ
の
取
材

は
残
念
で
す
が
今
回
で
最
後
と
な
り
ま

す
。
取
材
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
西
谷
選

手
、
廣
瀬
選
手
、
関
係
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」13



■
は
じ
め
に
■

本
市
に
お
け
る
特
定
保
健
指
導
の
実
施

に
つ
き
ま
し
て
は
、
宇
都
宮
市
国
民
健

康
保
険
保
健
事
業
実
施
計
画
や
宇
都
宮
市

特
定
健
診
等
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
特
定

保
健
指
導
実
施
率
の
向
上
を
目
標
に
掲
げ
、

利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
個
別
利
用

勧
奨
を
中
心
と
し
て
様
々
な
取
組
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
に
お
け
る
特
定
保
健
指
導
実
施
率

は
、
国
の
目
標
と
す
る
実
施
率
に
は
届
か

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
効
果
が
あ
る

手
法
を
検
討
し
続
け
た
結
果
、
特
定
保
健

指
導
実
施
率
は
、
平
成
28
年
度
に
は
11
・

７
％
と
徐
々
に
上
昇
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
、
そ
の
経
過
と
内
容
に
つ
い
て
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
取
組
内
容
■

本
市
に
お
け
る
特
定
保
健
指
導
の
実
施

率
の
向
上
策
の
う
ち
、
利
用
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
取
組
と
い
た
し
ま
し
て
、
平

成
24
年
度
ま
で
は
全
面
委
託
に
よ
り
特
定

保
健
指
導
を
実
施
し
、
平
成
25
年
度
か

ら
は
委
託
と
直
営
の
選
択
方
式
に
変
更
し
、

実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
健
診
結
果
相

談
会
を
活
用
し
た
特
定
保
健
指
導
を
実
施

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
特
定
保
健
指
導
の
利
用
勧
奨
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
に
お
い
て
は
、
特
定
保
健
指
導
の

対
象
の
中
で
未
利
用
者
を
抽
出
し
、
３
か

月
後
に
電
話
や
訪
問
に
よ
り
利
用
勧
奨
を

す
る
手
法
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

電
話
や
訪
問
で
は
、
な
か
な
か
本
人
と
コ

ン
タ
ク
ト
を
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
し
て
も
反
応
は
ほ
と
ん
ど
な
い

状
況
で
し
た
。

こ
の
期
間
（
平
成
25
年
度
～
平
成
27
年

度
）
の
特
定
保
健
指
導
の
利
用
勧
奨
の
実

施
率
は
、
８
・
８
％
～
９
・
１
％
の
状
況

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
特
定
保
健
指
導
の

利
用
勧
奨
を
実
施
し
た
者
の
う
ち
、
特
定

保
健
指
導
に
つ
な
が
っ
た
も
の
は
１
％
に

も
満
た
な
い
結
果
で
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
方
法
の
検
討
と
見
直
し
を

行
う
必
要
性
を
感
じ
、
効
率
的
、
効
果
的

な
手
法
を
検
討
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
取

組
方
法
を
変
更
し
、
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

■
取
組
内
容
と
結
果
■

⑴
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
特
定
保
健
指
導

を
市
民
の
方
が
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で

も
受
け
や
す
く
す
る
た
め
、
直
営
で
の
健

診
結
果
相
談
会
の
会
場
に
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
で
の
会
場
を
追
加
し
、
３
会
場
に

拡
大
、
平
成
29
年
度
に
は
４
会
場
に
拡

大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
施
回
数
も
平
成

27
年
度
の
46
回
を
平
成
28
年
度
に
は
64

図１　直営における特定保健指導実施者数の推移
（初回面接の実施状況）

保健師
活動報告

宇
都
宮
市
　保
健
所
　健
康
増
進
課
　齋
藤
順
子

特
定
保
健
指
導
実
施
率
向
上
の
取
組

　
　

200

150

100

50

0
（人） H25 H26 H27 H28 H29

動機づけ支援
積極的支援

199

80

36

1 7 171827
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回
、
平
成
29
年
度
に
は
70
回
に
回
数
を

増
や
し
ま
し
た
。

⑵
個
別
利
用
勧
奨

個
別
利
用
勧
奨
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
健
診
受
診
後
、
あ
る
一
定
期
間
後

に
未
利
用
者
へ
の
利
用
勧
奨
を
実
施
し

て
い
た
も
の
を
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、

特
定
健
康
診
査
の
結
果
が
で
て
か
ら
期

間
を
空
け
ず
に
、
特
定
保
健
指
導
の
未
利

用
者
へ
利
用
勧
奨
を
実
施
す
る
よ
う
に

変
更
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
利
用
勧
奨
の
通

知
内
容
を
直
近
の
健
診
結
果
相
談
会
の
日

程
と
会
場
を
掲
載
し
、
利
用
者
が
日
程
を

選
択
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を
図
り
ま
し

た
。さ

ら
に
、
利
用
勧
奨
の
通
知
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
１
～
２
週
間
後
に
電
話
に
て

再
勧
奨
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
通
知

や
電
話
で
の
再
勧
奨
に
よ
り
、
健
診
結
果

相
談
会
の
予
約
に
つ
な
が
っ
た
も
の
の
割

合
は
、
10
・
８
％
の
方
が
つ
な
が
り
、
平

成
27
年
度
ま
で
の
電
話
や
訪
問
に
よ
り
利

用
勧
奨
を
行
っ
て
い
た
と
き
よ
り
も
、
健

診
結
果
相
談
会
で
の
特
定
保
健
指
導
利
用

者
が
確
実
に
増
え
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
に
は
、
さ
ら
に
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
専
門
オ
ペ
レ
ー
タ
に
よ
る

通
知
後
の
電
話
勧
奨
を
モ
デ
ル
的
に
実
施

し
、
特
定
保
健
指
導
未
利
用
者
へ
の
勧
奨

を
行
っ
た
結
果
、
23
・
８
％
の
方
が
特
定

保
健
指
導
の
予
約
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
直
営
で
の
健
診
結
果
相

談
会
の
会
場
の
拡
充
や
利
用
対
象
者
へ
の

健
診
結
果
が
届
く
タ
イ
ム
リ
ー
な
時
期
の

通
知
発
送
及
び
電
話
に
よ
る
リ
コ
ー
ル
、

通
知
内
容
の
工
夫
な
ど
の
様
々
な
取
組
に

よ
り
、
直
営
に
お
け
る
特
定
保
健
指
導
実

施
者
の
初
回
面
接
数
は
、
図
１
に
も
あ
る

と
お
り
、
平
成
27
年
度
に
お
い
て
は
動
機

付
け
支
援
が
36
名
、
積
極
的
支
援
１
名

だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
28
年
度
に
は
動
機

付
け
支
援
が
80
名
、
平
成
29
年
度
に
は
１

９
９
名
、
積
極
的
支
援
が
平
成
28
年
度
に

７
名
、
平
成
29
年
度
に
は
17
名
と
大
幅
に

増
加
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
結
果
、
特
定
保
健
指
導
実
施

率
は
、
図
２
に
も
あ
る
と
お
り
、
平
成

27
年
度
９
・
１
％
か
ら
平
成
28
年
度
11
・

７
％
と
２
・
６
％
増
加
し
、
確
実
に
特
定

保
健
指
導
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

図２　特定保健指導実施率の推移

20.0

10.0 8.8 9.3 9.1
11.7

0.0
（%） H25 H26 H27 H28

■
ま
と
め
■

本
市
に
お
け
る
特
定
保
健
指
導
の
実
施

率
は
、
国
の
目
標
と
す
る
60
％
ま
で
に
は

ま
だ
ま
だ
届
き
ま
せ
ん
が
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
手
法

を
検
討
し
て
き
た
結
果
、
少
し
ず
つ
上
昇

し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
直
営
で
の
特
定
保
健
指
導
の

実
施
率
向
上
対
策
を
中
心
に
実
施
し
、
特

定
保
健
指
導
利
用
率
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
今
後
さ
ら
に
委
託
に
よ
る

特
定
保
健
指
導
実
施
率
の
向
上
に
も
目
を

向
け
、
特
定
保
健
指
導
実
施
機
関
の
実
態

調
査
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
な
る
特
定
保
健

指
導
の
実
施
率
向
上
に
つ
と
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
利
用
率
向
上
の
取
組
を

通
じ
て
、
Ｐ
D
C
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返

し
実
施
し
、
効
果
的
な
手
法
を
見
出
す
こ

と
が
利
用
率
向
上
の
た
め
に
重
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
今
後
も
、
様
々
な
手
法
を
検

討
し
、
実
施
、
評
価
、
改
善
を
行
い
な
が

ら
、
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
利
用

勧
奨
に
努
め
、
特
定
保
健
指
導
実
施
率
を

高
め
る
こ
と
で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
該
当
者
や
予
備
軍
を
減
ら
し
て

い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ
い
て

保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ
い
て

保
険
者
努
力
支
援
制
度
と
は

保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
、
国
保
制
度
改
革

の
一
環
と
し
て
保
険
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

強
化
の
た
め
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、保
険
者（
市

町
村
）
に
よ
る
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た
取

組
等
を
評
価
し
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
公
費
が

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
平
成
28（
2
0
1
6
）

年
度
か
ら
国
の
特
別
調
整
交
付
金
の
一
部
を
活

用
し
て
前
倒
し
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
よ
り
保
険
者
努
力
支
援
制
度
交
付
金

（
特
別
調
整
交
付
金
の
一
部
と
併
せ
て
の
交
付
）

と
し
て
本
格
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

12
指
標
中
10
指
標
で
全
国
平
均
を
上
回
る

結
果
に

平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
度
は
、
特
定
健
診

受
診
率
な
ど
全
て
の
保
険
者
共
通
の
６
つ
の
指

標
と
国
保
税
の
収
納
率
な
ど
国
保
固
有
の
６
つ

の
指
標
と
を
合
わ
せ
て
12
の
指
標
に
よ
り
市
町

村
の
取
組
を
評
価
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
度
に
お
い
て
、

本
県
の
指
標
別
の
平
均
得
点
は
12
の
指
標
中
、

10
の
指
標
で
全
国
平
均
を
上
回
り
、
体
制
構
築

加
点
を
除
く
合
計
得
点
790
点
中
平
均
得
点
は
431

点
と
、
全
国
平
均
の
401
点
を
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
前
倒
し
で
実
施
さ
れ
て
い
た
平
成

28
（
2
0
1
6
）
年
度
は
、
全
国
平
均
129
点
を

下
回
る
116
点
で
し
た
の
で
、
大
き
く
改
善
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
配
点
の
高
い
「
糖
尿
病
等

の
重
症
化
予
防
の
取
組
の
実
施
状
況
」、「
収
納

率
向
上
に
関
す
る
取
組
の
実
施
状
況
」
で
は
、

県
内
全
市
町
で
点
数
が
取
れ
ず
、
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

30
年
度
は
「
後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合
」
の

配
点
が
大
き
く
引
き
上
げ

ま
た
、国
か
ら
7
月
に
平
成
31
（
2
0
1
9
）

年
度
分
の
市
町
村
の
評
価
指
標
及
び
交
付
額
の

算
定
方
法
等
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。
評
価
指
標

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
度
と

同
じ
12
の
指
標
と
な
っ
て
お
り
、
達
成
状
況
や

指
標
の
重
要
度
等
を
勘
案
し
、
取
組
状
況
の
進

捗
に
応
じ
て
評
価
で
き
る
よ
う
細
分
化
し
た

り
、
伸
び
率
評
価
に
お
い
て
傾
斜
配
分
を
取
り

入
れ
る
な
ど
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
と
同
様
「
糖
尿
病
等
の
重
症
化
予
防
の

取
組
の
実
施
状
況
」
及
び
「
収
納
率
向
上
に
関

す
る
取
組
の
実
施
状
況
」
に
最
高
点
が
配
点
さ

れ
て
い
ま
す
が
、「
後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合
」

の
配
点
が
大
き
く
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
度
の
評
価
指

標
の
う
ち
実
施
見
込
で
判
定
さ
れ
て
い
た
項
目

に
つ
い
て
、
実
施
状
況
を
踏
ま
え
た
調
整
を
平

成
31
（
2
0
1
9
）
年
度
分
の
評
価
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
で
財
政
面
で
も

市
町
を
支
援

県
で
は
、
国
保
連
合
会
と
連
携
し
た
各
種
研

修
や
徴
収
指
導
員
派
遣
事
業
の
実
施
、
糖
尿
病

重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
等
に
よ
り
市

町
の
取
組
を
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
平
成

30
（
2
0
1
8
）
年
度
よ
り
国
の
保
険
者
努
力

支
援
制
度
（
都
道
府
県
交
付
分
）
と
こ
れ
ま
で

の
県
調
整
交
付
金
の
一
部
を
財
源
と
し
て
、
県

版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

国
の
保
険
者
努
力
支
援
制
度
で
は
十
分
に
評
価

さ
れ
な
い
市
町
の
取
組
に
つ
い
て
も
適
切
な
評

価
指
標
を
設
定
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与

し
、
市
町
の
取
組
を
財
政
面
で
も
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
町
の
皆
様
の
取
組
が
交
付
金
の
交
付
額
に

影
響
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
が
効
果
を
あ

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
適
正
化
、
さ
ら
に

国
保
財
政
の
安
定
化
が
図
ら
れ
ま
す
の
で
、
市

町
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
、
各
指
標
に
係

る
取
組
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ただ い ま こ く ほ 最前 線
目が離せない！魅力たっぷり下野市！

自然豊かな茂木町

落
おち

合
あい

 美
み

穂
ほ

杉
すぎ

山
やま

 浩
ひろ

崇
たか

国保経験年数
２年６カ月

国保経験年数
０年６カ月

【私の街自慢】　
市内に３つの駅があり、国道４号線が南北に横断する下野市は栃木県内・

県外どちらにも好アクセスな街です。もちろん市内も見所は沢山！美味しい
グルメや市内イベントが目白押しです。今年の４月には天平の丘公園内にデ
リカカフェ「10picnic tables」とシェアスペース「夜明け前」がオープ
ンしました。これからも目が離せない下野市、皆さんも遊びに来てみません
か？
【趣味・特技】

映画鑑賞、旅行
【健康法・ストレス解消法】

「美味しいものを食べること」です。これに美味しいお酒が入ると尚効果
あります。

【私の街自慢】
茂木町は町全体が八溝山系に含まれています。里山の棚田、アユや

鮭が遡上する那珂川に代表される豊かな自然が自慢です。また、「ツイ
ンリンクもてぎ」や「道の駅もてぎ」、真岡鉄道のSLなど、自然以外
の観光資源にも大変恵まれています。
【趣味・特技】

おいしいものを食べること　動画観賞
【健康法・ストレス解消法】

週末は家族でおいしいものを食べに行ったり、ショッピングなどに
出かけることが多いです。また、田畑の草刈りなどをして、体を動か
しています。
【国保事務を担当しての感想・意見など】

国保の事務を担当するようになって早くも６か月が経ちました。まだまだ覚えることが多く、周囲の優しい
先輩方の助けを借りながら日々勉強をしています。早く一人前となり、被保険者の方にしっかり対応できるよ
う今後も努力していきたいと思います。
【最近気になること】

今年から水稲を作り始めたこともあり、稲の生長や台風の進路、あぜ道の雑草、イノシシの獣害などが心配
で気になっています。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
３年目に突入しましたが、制度の改革によって今年度の国保事務は変更点が多いため、何でも知っている先輩

にはなりきれず…１年目同様に勉強の日々を過ごしています。変化に富んだ今年度の国保事務に携わる身として、
初心を忘れずに周りの方々と相談・確認を怠らないことが大切であると、毎日の業務を通して感じております。
【最近気になること】

天平の丘公園内の「10picnic tables」(「テンピク」と略すそうです。)にて月に１度、ビアガーデンをやっ
ているそうなんです！まだ行けていないので、同期の皆と一緒に行きたいなと思っています。

下野市 市民生活部
市民課 保険年金グループ 主事

茂木町 住民課
国保年金係 主任
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「
い
ち
ご
市
」の
一
員
と
し
て

「
い
ち
ご
市
」の
一
員
と
し
て

　
 

の
趣
味
と
健
康
法

私

鹿沼市 市民部 保険年金課長

川 田　謙

ほんの少しだけ話題になりました

現
在
、
私
は
「
い
ち
ご
市
」
の
一
員
で
す
。

健
康
法
と
言
え
る
ほ
ど
の
こ
と
は
何
も
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
肥
満
予
防
に
対
す
る
意
識
を
持

ち
な
が
ら
、風
呂
上
が
り
に
体
重
計
に
乗
っ
て
、

前
日
の
数
値
と
の
増
減
に
一
喜
一
憂
す
る
日
常

で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
検
診
で
は
、
腹
囲
測
定
で
若
干

の
緊
張
感
を
抱
き
な
が
ら
、
息
を
吐
い
た
後
も

腹
筋
を
緩
め
な
い
技
法
を
駆
使
し
て
85
㎝
以
内

を
確
保
し
て
い
ま
す
が
、
数
年
前
か
ら
逆
流
性

食
道
炎
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自

覚
症
状
が
何
も
な
い
た
め
通
院
や
服
薬
を
す
る

わ
け
で
も
な
く
、
少
し
気
に
な
っ
て
職
員
に
相

談
し
た
ら
、
そ
れ
は
老
化
現
象
の
一
種
だ
か
ら

仕
方
が
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

医
療
費
を
抑
制
す
る
に
は
、
私
た
ち
が
病
気

に
な
ら
な
い
こ
と
で
す
し
、
出
来
る
こ
と
な
ら

病
院
で
治
療
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
に
は
な
り

た
く
な
い
と
考
え
る
の
は
誰
で
も
同
じ
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
私
の
勝
手
な
妄
想
で
す
が
、
も
し

も
、
予
防
が
進
ん
で
患
者
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

い
っ
た
ら
、
今
の
制
度
で
は
医
療
機
関
や
関
連

企
業
な
ど
の
売
上
も
減
っ
て
し
ま
い
、
医
療
関

係
の
お
仕
事
に
従
事
す
る
多
く
の
皆
さ
ん
に
し

て
み
れ
ば
利
害
が
衝
突
す
る
話
し
で
す
か
ら
、

予
防
が
大
切
と
は
言
い
な
が
ら
、
な
か
な
か
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
を
帯
び
て
来
な
い
の
は
、
ど
こ
か

未
知
の
領
域
で
阿
吽
の
呼
吸
が
存
在
し
て
い
る

の
だ
と
解
釈
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
予
防
は
個
人

の
余
暇
活
動
と
し
て
愉
し
む
も
の
な
の
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

獨
協
医
科
大
学
の
小
橋
教
授
に
よ
れ
ば
、
生

活
習
慣
病
は
ど
こ
ま
で
が
自
己
責
任
な
の
か
と

い
う
視
点
で
と
ら
え
る
と
、
多
く
の
病
気
は
生

活
習
慣
だ
け
で
は
な
く
、
親
か
ら
も
ら
っ
た
体

質
と
長
年
に
わ
た
る
環
境
の
積
み
重
ね
で
発
症

す
る
も
の
で
、
例
え
ば
、
ど
ん
な
上
司
の
も
と

で
働
い
て
き
た
か
な
ど
の
社
会
的
要
因
が
絡
み

合
い
、
決
し
て
自
己
責
任
だ
け
で
は
片
付
け
ら

れ
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

何
は
と
も
あ
れ
、
健
康
維
持
は
自
分
や
家
族

の
た
め
に
取
り
組
む
も
の
で
、
自
分
に
備
え
ら

れ
て
い
る
も
の
を
、
大
切
に
そ
つ
な
く
活
用
し

な
が
ら
実
践
す
る
生
活
行
為
と
し
て
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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地元食材を活用した健康調理教室

メタボ予防料理教室

健康エクササイズ教室

日光仮面

バレトン教室

保険者
だより

ニコニコ 楽しく 健康づくり
～生活習慣病予防事業～

【日光市】

日光市では、各地域の公民館にて生活習慣病予防事業として、料理教室やエクササイズ教室などを
行っています。

地域の食材を使った料理教室や低カロリー・減塩となる調理方法、自宅でもできるストレッチ方法
などをご友人やご夫婦と一緒に楽しく学べる内容となっています！

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」19



REPORT
リポート

徴
収
実
務
の
基
礎
を
学
ぶ

8
月
3
日
（
金
）、
本
会
９
階
901
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）
徴
収
実
務
研
修
会
」
を
開
催
し
、
栃

木
県
及
び
市
町
徴
収
担
当
者
30
名
が
受
講
し

た
。講

師
に
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ロ
ー
カ

ル
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
理
事
長

の
川
井
幸
生
氏
を
迎
え
、「
納
付
折
衝
の
進

め
方
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
な
さ
れ
た
。
神

奈
川
県
横
浜
市
に
お
け
る
実
際
の
事
例
を
交

え
つ
つ
、
実
践
的
な
内
容
で
講
演
が
進
ん
で

い
っ
た
。

そ
の
後
、
5
班
に
分
か
れ
グ
ル
ー
プ
討
議

が
行
わ
れ
た
。
差
押
え
の
競
合
、
時
効
の
中

断
、
書
類
の
送
達
方
法
な
ど
の
事
例
に
つ
い

て
、
対
応
と
根
拠
を
討
議
し
、
代
表
者
か
ら

発
表
が
行
わ
れ
た
。
各
班
の
発
表
後
に
は
川

井
氏
か
ら
の
助
言
が
あ
っ
た
。

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
わ
か
り
や
す

く
実
務
で
使
え
る
内
容
で
あ
っ
た
」「
具
体

的
な
事
例
や
、
窓
口
・
電
話
相
談
で
の
滞
納

者
と
の
話
し
方
な
ど
、
実
践
的
な
内
容
が

あ
り
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
合
理
化
で

き
る
部
分
は
合
理
化
し
、
滞
納
整
理
を
進
め

て
い
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
見
ら
れ
、

徴
収
実
務
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
の
知
識
や

手
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
実
り
あ
る
研
修

会
と
な
っ
た
。

国
保
事
業
の
諸
問
題
を
研
究
協
議

8
月
22
日
（
水
）、
東
京
都
・
日
本
青
年

館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
平
成
30
年
度
全
国

国
保
主
管
課
長
研
究
協
議
会
」
が
国
保
中
央

会
主
催
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
本
協
議
会
は
、

国
保
事
業
運
営
上
の
諸
問
題
の
研
究
協
議
を

目
的
と
し
て
お
り
、
全
国
か
ら
約
780
名
、
栃

木
県
か
ら
は
計
14
名
が
参
加
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
国

民
健
康
保
険
課
長
野
村
知
司
氏
か
ら
「
新
国

保
制
度
を
取
り
巻
く
最
新
の
状
況
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
お

け
る
平
成
31
年
度
の
評
価
指
標
の
ほ
か
、
高

齢
者
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
2
0
4
0
年
を

展
望
し
た
社
会
保
障
改
革
に
つ
い
て
講
演
が

な
さ
れ
た
。

ま
た
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
島
崎

謙
治
氏
か
ら
は
「
新
国
保
制
度
施
行
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
が
な
さ
れ

た
。
は
じ
め
に
昭
和
30
年
頃
に
作
製
さ
れ
た

岩
手
県
国
保
の
取
組
に
関
す
る
映
像
に
よ
り

国
保
の
原
点
を
再
認
識
し
た
う
え
で
、
今
般

の
国
保
制
度
改
革
の
位
置
付
け
や
課
題
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

新
た
な
国
保
制
度
で
見
え
て
き
た
課
題
へ

の
対
応
を
共
有

午
後
の
部
で
は
、「
新
国
保
制
度
施
行
で

見
え
て
き
た
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
島
崎
氏
の

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

徴
収
実
務
研
修
会

平
成
30
年
度

全
国
国
保
主
管
課
長
研
究
協
議
会

司
会
の
も
と
開
催
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
４
団
体
か
ら

の
事
例
発
表
が
あ
り
、
大
阪
府
は
府
内
の
統

一
保
険
料
率
の
実
現
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
、
香
川
県
か
ら
は
県
内
の
医
療
費
が
高
い

こ
と
に
着
目
し
た
医
療
費
適
正
化
の
取
組
に

つ
い
て
説
明
。
さ
ら
に
、
静
岡
県
富
士
市
は

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
半
数
の
項
目
で
満

点
を
獲
得
し
た
各
種
の
対
応
に
つ
い
て
、
ま

た
、
北
海
道
国
保
連
合
会
か
ら
は
北
海
道
ク

ラ
ウ
ド
導
入
ま
で
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
事
例
発
表
の
後
、
島
崎
氏
の
進
行

に
よ
り
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
厚

生
労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
島
添
課

長
補
佐
か
ら
の
助
言
を
受
け
、
実
り
の
あ
る

内
容
と
な
っ
た
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受
領
委
任
制
度
の
趣
旨
及
び
導
入
に
伴
う

変
更
等
に
つ
い
て
説
明

8
月
23
日
（
木
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
あ
は
き
療
養
費
に
関
す
る
受
領

委
任
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
保
険
者
説
明

会
」
を
開
催
し
、
担
当
者
30
名
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医

療
課
の
薄
井
猛
生
氏
か
ら
は
、
受
領
委
任
制

度
の
も
と
で
は
、
施
術
所
、
施
術
者
が
契
約

に
基
づ
く
一
定
の
ル
ー
ル
で
請
求
等
を
行
う

こ
と
に
な
る
た
め
、
地
方
厚
生
（
支
）
査
が

迅
局
で
の
指
導
・
監
速
化
さ
れ
、
不
正
対
策

が
図
ら
れ
る
と
い
っ
た
制
度
の
主
旨
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
本
会
担
当
職
員
か
ら
あ
は
き
受
領
委

任
契
約
に
係
る
委
任
状
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
受
領
委
任
制
度
の
参
加
時
期
に
よ
る
委

任
状
の
提
出
期
日
等
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

各
市
町
の
情
報
を
共
有
し

受
診
率
向
上
を
目
指
す

８
月
29
日
（
水
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
30
年
度
第
1
回
保
健
事
業

専
門
研
修
」
を
開
催
し
、
市
町
保
健
事
業
担

当
者
56
名
が
参
加
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
K
D
B
）
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
後
、

国
民
健
康
保
険
中
央
会
の
成
瀬
沙
弥
華
氏
か

ら
、「
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
K
D
B
）
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
保
健
事
業
の
進
め
方
」

に
つ
い
て
講
演
。
午
後
の
部
で
は
、
株
式
会

社
キ
ャ
ン
サ
ー
ス
キ
ャ
ン
の
岩
瀬
氏
、
中
嶋

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
受
診
率
を
上
げ
る
！

ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
実
践
研
修
」

と
題
し
、
講
義
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、「
特

定
健
診
受
診
率
向
上
に
つ
い
て
」
の
議
題
に

つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
他

市
町
で
の
取
り
組
み
、
現
状
を
知
る
こ
と
が

で
き
参
考
と
な
っ
た
」
と
の
意
見
が
多
く
、

有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

あ
は
き
療
養
費
に
関
す
る
受
領
委
任
の

取
扱
い
に
つ
い
て
の
保
険
者
説
明
会

平
成
30
年
度
第
1
回
保
健
事
業
専
門
研
修

平
成
30
年
度
国
保
事
務
担
当
職
員
研
修
会

続
け
て
、
受
領
委
任
導
入
に
伴
う
事
務
処
理

等
の
変
更
点
に
つ
い
て
触
れ
、
受
領
委
任

に
参
加
し
、
か
つ
本
会
に
審
査
会
が
設
置
さ

れ
た
場
合
に
、
想
定
さ
れ
る
支
給
決
定
時
期

等
の
日
程
や
、
保
険
者
毎
に
制
度
参
加
時
期

が
異
な
る
場
合
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て
説
明
。

併
せ
て
、
審
査
会
の
設
置
に
関
す
る
本
会
の

対
応
状
況
が
示
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
説
明
終

了
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
閉
会
と
な
っ
た
。

国
保
制
度
改
革
と
諸
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ

9
月
5
日
（
水
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
30
年
度
国
保
事
務
担
当
職

員
研
修
会
」
を
開
催
し
、
市
町
担
当
者
40
名

が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医

療
課
長
補
佐
の
小
林
勲
氏
よ
り
「
国
保
制
度

改
革
と
諸
問
題
」
と
題
し
講
演
。
そ
の
後
、

市
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
保
険
給
付
」「
資

格
得
喪
」
の
議
題
に
つ
い
て
、
栃
木
県
か
ら

の
助
言
を
踏
ま
え
た
分
科
会
が
実
施
さ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
他
市
町
と
の
情
報
共
有
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」「
業
務
の
問
題
点
と
解
決
策
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
、
実
り
あ
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」21



ヘルシークルメ
第3回で紹介するお店は道の駅サシバの里いちかい（市貝町）内で営む『カフェ　

三四八』。
コーヒーやカフェラテなどの飲み物のほか、道の駅直売の、新鮮な野菜を使ったメニュー

をいただくことができるカフェです。

おいしいパンと野菜で贅沢な朝食を

　お店に向かうとすでに常連のかたと思われる
お客様が数名お食事を楽しんでいました。注
文したのは「トーストセット」。食欲そそる
香りのパンに新鮮な野菜、飲み物がついた
満足感のあるセット。パンと野菜とカフェ
ラテの相性は抜群であっという間に完食し
てしまいました。

さらにヘルシーな
スマートミールは数量限定

お店についた時には残念ながら完売と
なっていましたが、さらにヘルシーな「ス
マートミール」も大変好評だそうです。野
菜の量が多かったり、ドレッシングをヘルシーなものにしたりと工夫が凝らさ
れた数量限定のメニューとなっています。

店長にお話しをうかがうと「よりヘルシーなスマートミールは朝8時～10時
までの数量限定となっています。特に土日はスマートミールが人気で、10時前
に完売となってしまうこともあります。」とのことでした。

長いドライブで疲れた際には道の駅で一休み、そして「カフェ　三四八」を
訪れ、優しい味に癒されてはいかがでしょうか。

SHOP DATA
お 店 情 報

住 所／	芳賀郡市貝町大字市塙 1270  
　　　　　☎ 0285-81-6575
営業時間／	7：00 ～ 18：00（夏期）
	 7：00 ～ 17：00（冬期）
	 【定休日】	木曜日
　　　　　　　　　　　　※道の駅の運営に合わせております

道の駅サシバの里いちかい カフェ三四八

市塙駅135

163

69

市貝町役場
● 玉窓寺

●
千正堂
●

かましん
（スーパーストア）

●

熊野神社
●

市貝町立市貝中
●

市貝たいよう幼稚園
●

道の駅サシバの里いちかい
カフェ三四八

トーストセット

600円（税込）※飲み物付き

里山ふれあいスペース内にて営業中！ 人気の『スマートミール』は 800 円（税込）
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木栃 保国の
VoL.68　2018.9/AUTUMN

国保連合会からのお知らせ

■	平成 30 年度市町健康まつりにおいて骨密度測定等を実施いたします
今年度も下記日程にて、健康まつり等のイベントを支援いたします。

（平成30年10月1日以降実施予定のものを掲載）

日　程 保　険　者 場　所 時　間

10 月 13 日（土）

日光市 日光運動公園 8：30 ～ 17：00

那須塩原市
那須塩原市西那須野保健センター 1 階

（健康長寿センター内）
9：30 ～ 15：00

10 月 14 日（日） 野木町 野木町公民館 10：00 ～ 14：00

10 月 21 日（日）
鹿沼市 鹿沼市民情報センター 9：00 ～ 12：30

栃木市 栃木市岩舟健康福祉センター（遊楽々館） 9：45 ～ 14：00

10 月 27 日（土） 茂木町 旧逆川中学校 10：00 ～ 14：00

10 月 28 日（日）

真岡市 真岡市総合福祉センター 9：30 ～ 12：00

壬生町 壬生町保健福祉センター 9：30 ～ 14：30

さくら市 氏家体育館 10：00 ～ 15：00

11 月 3 日（土） 矢板市 矢板市体育館 10：00 ～ 14：00

11 月 4 日（日） 佐野市 佐野市田沼グリーンスポーツセンター 10：00 ～ 15：00

11 月 11 日（日）
芳賀町 芳賀町役場 9：30 ～ 14：00

小山市 栃木県立県南体育館 8：30 ～ 16：00

11 月 17 日（土） 益子町 益子町町民センター 9：00 ～ 14：00

11 月 18 日（日） 市貝町 市貝町中央公民館 9：00 ～ 14：00

2 月 17 日（日） 那須塩原市 いきいきふれあいセンター 9：00 ～ 15：00
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